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 夏休みがはじまってすぐのことです。ぼくはおとうとと、きんじょのこうえんに虫とりに

行きました。せみとりをしていると、しらない男の子がぼくに、 

 「あみをかして。」 

といってきました。ぼくはかしてあげないのはいじわるだと思って、かしてあげました。 

 しばらくおとうととあそんでいて、あみをかえしてもらってまた虫とりをしようと思い、

その子をさがすと、もういませんでした。とてもかなしい気もちになりました。かしてあげ

ることがしんせつだと思ったのに。 

 

 おれたあみを持って、かなしくてかなしくてなきながらいえにかえりました。おかあさん

におこられるんじゃないかとしんぱいで、どうしていいかわからずに、だまっていたら、お

とうとがペラペラとおかあさんに、こうえんでのことをはなしてしまいました。 

 おかあさんはいつも、「しらない子とあそんでトラブルになるとこまるから、なるべくあ

そばないように」といいます。ぼくは、ああ、こういうことなんだと思いました。 

 「どこのだれかしらないの？ごめんねはしてくれたの？」 

おかあさんは、 

 「だからいったでしょ。」 

と、ぼくをしかりました。 

 ぼくは、あみをかしてあげることがしんせつだと思ったのに、なんであみまでおられて、

おまけにおこられなきゃいけないんだと、くやしくなりました。 

 本とうのしんせつがなにか、ぼくはしりたいです。 

 

 ぼくが思うしんせつは、ケガをした人をたすけたり、電車でせきをゆずってあげたりする

ことだと思います。でも前に、ばあばに「すわっていいよ」とゆずったら、「ばあばは、そ

んな年よりじゃないよ」といわれてしまいました。 

 しんせつと思ってしたことが、じぶんがかなしい思いをしたり、あいてがいやな気もちに

なることは、本とうのしんせつではないのだと、おかあさんがおしえてくれました。 

 

 しんせつをしてあげたぼくも、してあげたあいても、あったかい気もちになるのがしんせ

つなんだって。しんせつってむずかしいなあと思いました。 

 あみのことをいわないでといったのに、おかあさんにつげ口したおとうとも、本とうはぼ

くのことを思ってくれてたのかも。あの子も、もしこんど会ったら、きちんとごめんねして

くれたらいいのにな。そしたら、ぼくのあの日のいやなできごとが「しんせつ」になるのに

なあ。 


